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研究成果の概要： 
大規模広域災害に効果的に対応するため、子どもから高齢者までを含む一般の地域住民、お

よび、地方自治体の一般職員を対象にした防災教育技法を開発した。その上で、実践場面でそ
れらの有効性を検証するとともに、教育学、心理学、社会学的見地から、その意義を理論的に
位置づけた。また、こうした研究を、自然科学と社会科学を融合した形式で進めることの意義
と課題についても理論的な検討を行った。 
 
 
交付額  
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 3,300,000 990,000 4,290,000 

2007 年度 2,700,000 810,000 3,510,000 

2008 年度 2,700,000 810,000 3,510,000 

年度  

  年度  

総 計 8,700,000 2,610,000 11,310,000 

 
 
研究分野：社会心理学、防災心理学 
科研費の分科・細目：「社会安全システム科学」（2201）・「安全システム」（B） 
キーワード：防災教育、大規模広域災害、リスク社会、リスク・コミュニケーション、ゲーミ

ング、実践共同体、ナラティヴ、災害情報 
 
１．研究開始当初の背景 
現在、「東海地震・東南海地震・南海地震」、

および、「首都圏直下型地震」の発生が危惧
されている。大規模広域災害に対する防災・
減災対策を考えるとき、特に重要となるのが、
一般の地域住民（子どもから成人まですべて
の人を含む）、および、地方自治体の一般職
員を対象とした「防災教育」である。なぜな
ら、大規模広域災害においては、被害の甚大
化・広域化にともなって、防災・減災に関し
て専門的な知識・技能を有する災害対応組織

の対応能力が圧倒的に不足する。このために、
相互に孤立する危険性が高い各地域社会が
自前の防災・減災能力を醸成・保持している
ことが必須であり、その根幹は、人の「教育」
にある。 

こうした視点にたって、本研究では、防災
の専門家のみならず、地方自治体の一般職員、
自主防災組織のメンバー、災害ボランティア
団体の成員、地元企業の従業員、そして、地
域の一般住民など、すべての関係者を対象と
することが可能な新しいタイプの防災教育



技法の開発を試みる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、以下の３つであった。 
(1)災害対応ゲーム「クロスロード」を用

いた地域防災教育の実践とその全国的展開 
研究代表者らは、2004 年、災害対応ゲーミン
グ「クロスロード」を開発した（すでに商品
化、商標登録済）。、本研究では、「クロスロ
ード」の実績を踏まえつつも、地域によって
異なる被災履歴、ハザード・リスク、既往の
防災対策状況などを反映した「クロスロード
（ローカル版）」を複数の地域で作成し、各
地のローカルな防災・減災実践に寄与すると
ともに、それらを地域を越えて活用すること
によって、地域間の防災教育交流をインター
ローカルに促進するためのツールとして活
用するためのプログラムを開発する。 
 (2)ゲーミング技法を活用した新しい津波
防災教育ツールの開発 
「東海地震・東南海地震・南海地震」に向け
て、重要な防災・減災上の課題となっている
のが、津波防災である。しかし、わが国では、
人びとの津波に対する知識、警戒感は、2004
年 9月の紀伊半島南東沖地震の際の津波避難
の状況をみても、けっして高いとは言えない。
本研究では、防災教育ツールとして実績のあ
る「クロスロード」をもとに、特に津波防災
に焦点のあてたツール「クロスロード（津波
防災版）」を開発する。 

(3)ゲーミング技法を活用した総合防災教
育プログラムの開発－「持続可能な実践共同
体」の構築 
ゲーミング技法は、防災・減災領域において
非常に将来性の高い教育技法であることは
疑いがない。しかし、単体としての効果には
限界もある。そこで、ゲーミング技法（特に、
「クロスロード」）をその一部に含み込んだ
総合的な防災教育プログラムの開発を試み
る。 
 
３．研究の方法 
本研究では、3つの研究目的ごとに、以下

の研究方法をとって研究を進めた。 
(1)災害対応ゲーム「クロスロード」を用い
た地域防災教育の実践とその全国的展開 
①「クロスロード・マトリックス」作成（デ

ータベース構築） 
②「調査票版クロスロード」によるデータ

収集・分析（アンケート調査） 
③高知県等における「クロスロード（ロー

カル版）」作成（インタビュー調査） 
④地域交流組織「クロスロード・サポータ

ー」制度の構築（アクションリサーチ） 
 (2)ゲーミング技法を活用した新しい津波
防災教育ツールの開発 
 ①「クロスロード（津波対策編）」の作成

（インタビュー調査） 
(3)ゲーミング技法を活用した総合防災教

育プログラムの開発－「持続可能な実践共同
体」の構築 
①「持続可能な実践共同体」概念に関する

理論的精査（文献レビュー） 
 ②防災ゲームの防災教育システムへの組
み込み（アクションリサーチ） 
 
４．研究成果 

第1に、研究目的(1)および(2)に対応する成

果として、研究代表者ら考案したゲーミング

形式の防災教育ツール「クロスロード」につ

いて、従来版の「神戸編」「市民編」に引き続

き、多様なハザード、多様な災害対応場面に

即応するための続編（「要援護者編」、「学校安

全編」、「津波対策編」、「災害ボランティア編

」など）を開発、その効果を検証し、成果を

単行本として刊行した（吉川・矢守・杉浦, 印

刷中）。 

あわせて、同時に、「クロスロード」を、

イタリア、英国、オーストリア、インドネシ

ア、インドなど諸外国の防災研究者、防災実

務者に紹介し、その国際的妥当性についても

検証した。 

第 2 に、研究目的(3)に対応する成果とし
て、「クロスロード」が、「リスク社会」にお
けるにリスク・コミュニケーション手法一般
に対して有する理論的意義について、リスク
論、実践共同体学習論、ナラティヴ論の観点
から理論的に考察し、その成果を国際的な災
害研究誌に公表した（Yamori,. 2007; 2008）。 
第 3 に、3 つの研究目的を総合した成果と

して、「クロスロード」が、被災から得られ
た体験・教訓を複数の現場を越えてインター
ローカルに接続するための手法として有効
であることをも理論的に示した。さらに、こ
うしたタイプの実践的な防災研究を自然科
学と社会科学を融合した形式で進めること
の意義と課題についても、「防災人間科学」
という新しいコンセプトを提起しつつ理論
的に検証した。その上で、社会科学系の防災
研究が今後進むべき方向性について、「防災
人間科学」に依拠した具体的な提案を行った
（矢守, 印刷中ほか）。 
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